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１ 人権全般に対する意識

◎ 人権や人権問題についての印象は「誰にでも関わる問題」が85.9％。

問１．あなたは、人権や人権問題についてどのような印象をお持ちですか。（○は1つ）

（n=1,895）

1 一部の人びとの問題 5.9% 3 その他 0.5%

2 誰にでも関わる問題 85.9% 4 わからない 7.2%

（無回答） 0.5%

【県全域／前回との比較】

人権や人権問題についての印象は、「誰にでも関わる問題」が 85.9％で最も高く、「一部の人びとの問

題」は5.9％となっている。

平成13年に実施した前回調査と比較して、大きな変化はみられない。

【性別】

男女ともに「誰にでも関わる問題」が高くなっている。

200 100 （％）806040

(n=1,895)

H13年実施

(n=1,306)

H22年実施
5.9 85.9

87.6

7.2

5.35.5

0.5

0.5

0.5

1.1

無回答

一部の人びとの問題 誰にでも関わる問題 その他

わからない

n

男性
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)916(

( 965 )

40 60 80 100（％）0 20

6.1

5.4

85.4

86.6

6.9

7.5

1.0

0.1

0.7

0.4

無回答

一部の人びとの問題 誰にでも関わる問題 その他
わからない
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【年齢別】

各年代において「誰にでも関わる問題」が80％を超え、特に50歳代は90.2％となっている。

【地域別】

各地域において「誰にでも関わる問題」が 80％を超えている。南西部、東部地域では他の地域と比較

して「一部の人びとの問題」の割合が高くなっている。

n

20歳代 ( 129 )

( 350 )

40歳代 ( 405 )

30歳代

50歳代 ( 396 )

60歳代 ( 418 )

70歳代 ( 172 )

80歳以上 ( 11 )

0 20 40 60 80 100（％）

5.4

4.9

4.4

5.6

7.9

5.8

9.1

82.2

85.1

87.4

90.2

83.7

83.7

81.8

2.3 10.1

8.0

7.9

4.3

6.9

8.7

9.10.0

0.0

0.7

0.0

0.2

0.9

0.0

1.7

0.7

0.0

1.1

0.0

無回答

一部の人びとの問題 誰にでも関わる問題 その他
わからない

0.0

n

県全域 ( 1,895 )

南部地域 ( 177 )

南西部地域 ( 175 )

東部地域 ( 258 )

さいたま地域 ( 331 )

県央地域 ( 151 )

川越比企地域 ( 201 )

西部地域 ( 223 )

利根地域 ( 187 )

秩父地域 ( 32 )

北部地域 ( 154 )

80 100（％）0 20 40 60

5.9

6.2

8.0

8.9

4.5

6.0

6.0

5.9

6.5

85.9

88.1

84.6

82.9

86.1

86.8

83.6

87.9

87.7

84.4

93.8

7.2

5.1

6.3

6.6

9.1

7.3

8.0

8.5

5.3

3.13.1

1.8

0.0

1.3

0.5

0.6

0.0

0.4

0.6

0.0

1.5

0.0

0.5

8.4

0.0

0.5

0.6

0.6

1.2

0.3

1.0

0.4

0.5

0.0

無回答

一部の人びとの問題 誰にでも関わる問題 その他
わからない

0.0
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◎ 人権尊重の意識は１０年前に比べて「やや高くなっている」が35.9％。

問２．あなたは、国民一人ひとりの人権尊重の意識は、１０年前に比べて高くなっていると思いま

すか。（○は1つ）

（n=1,895）

1 非常に高くなっている 10.4% 4 やや低くなっている 11.2%

2 やや高くなっている 35.9% 5 低くなっている 9.0%

3 変わっていない 32.5% （無回答） 0.9%

【県全域／前回との比較】

国民一人ひとりの人権尊重の意識は、10 年前に比べて「やや高くなっている」が 35.9％で最も高く、

次いで、「変わっていない」が 32.5％となっている。『高くなっている（「非常に高くなっている」と

「やや高くなっている」の合計）』は46.3％となっている。

前回調査と比較して、『高くなっている』の割合に大きな変化はみられない。

【性別】

男女間で大きな差はみられない。

80 100（％）0 20 40 60

H22年実施

(n=1,895)

H13年実施

(n=1,306)

10.4

8.6

35.9

39.6

11.2

11.931.2

32.5

7.4

9.0 0.9

1.4

無回答

非常に高く
なっている

変わっていないやや高く
なっている

やや低く
なっている

低く
なっている

n

40 60

男性

女性

)916(

( 965 )

80 100（％）0 20

9.9

10.9

12.6

9.9

9.2

8.836.4

35.4

33.0

32.1

1.0

0.9

無回答

非常に高く
なっている 変わっていない

やや高く
なっている

やや低く
なっている

低く
なっている
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【年齢別】

『高くなっている（「非常に高くなっている」と「やや高くなっている」の合計）』の割合は 20 歳

代、50 歳代、70 歳代で約 50％となっている。30 歳代と 60 歳代は「変わっていない」の割合が他の

年代と比較して高くなっている。

【地域別】

南部、さいたま、県央地域では『高くなっている（「非常に高くなっている」と「やや高くなってい

る」の合計）』の割合が約 50％となっている。一方、東部、利根地域では『低くなっている（「やや低く

なっている」と「低くなっている」の合計）』の割合が他の地域と比較して高くなっている。

n

80歳以上 ( 11 )

70歳代 ( 172 )

60歳代 ( 418 )

50歳代 ( 396 )

40歳代 ( 405 )

30歳代 ( 350 )

20歳代 ( 129 )

0 20 40 60 80 100（％）

10.1

9.1

11.1

10.6

8.1

16.9

9.1

8.5

10.3

10.9

13.6

10.8

11.6

8.5

9.1

8.4

8.6

9.1

11.0

9.1

39.5

33.7

35.8

38.6

34.7

32.6

63.6

31.0

36.0

33.3

28.5

36.6

25.6

9.1 9.1 0.0

2.3

0.7

0.0

0.5

1.7

2.3

無回答
非常に高く
なっている 変わっていない

やや高く
なっている

やや低く
なっている

低く
なっている

n

県全域 ( 1,895 )

秩父地域 ( 32 )

北部地域 ( 154 )

利根地域 ( 187 )

西部地域 ( 223 )

川越比企地域 ( 201 )

県央地域 ( 151 )

さいたま地域 ( 331 )

東部地域 ( 258 )

南西部地域 ( 175 )

南部地域 ( 177 )

80 100（％）0 20 40 60

10.4

10.7

6.9

15.5

10.0

16.6

9.0

10.3

8.0

7.8 39.6

37.5

30.5

50.0

11.2

8.5

7.4

12.4

10.6

6.6

13.9

14.3

12.3

9.0

10.7

4.6

17.1

6.3

13.2

15.5

3.1

36.9

35.9

34.3

32.5

39.6

26.4

40.0

38.4

35.9

26.7

36.3

35.3

28.5

32.6

27.9

40.6

31.1

32.5

6.3

14.3

0.0

2.7

5.5

7.8

3.1

0.0

0.5

0.4

2.0

2.6

0.9

0.8

0.6

0.6

0.9

無回答
非常に高く
なっている 変わっていない

やや高く
なっている

やや低く
なっている

低く
なっている
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◎ 他人の迷惑を考えない人が増えたと言う意見について『そう思う』が84.8％。

問３．「人権尊重が叫ばれる一方で、権利のみを主張して、他人の迷惑を考えない人が増えてき

た」と言う意見について、あなたは、どう思いますか。（○は1つ）

（n=1,895）

1 非常にそう思う 33.8% 3 あまりそうは思わない 13.6%

2 かなりそう思う 51.0% 4 全くそう思わない 0.8%

（無回答） 0.9%

【県全域】

他人の迷惑を考えない人が増えてきたとの意見について、「かなりそう思う」が 51.0％で最も高く、

次いで、「非常にそう思う」が 33.8％と続いている。『そう思う（「非常にそう思う」と「かなりそう思

う」の合計）』は84.8％となっている。

【性別】

男女ともに『そう思う（「非常にそう思う」と「かなりそう思う」の合計）』の割合が 80％以上となっ

ている。

(n=1,895)
H22年実施

0 100 （％）20 40 60 80

33.8 51.0 13.6 0.8 0.9

無回答

非常にそう思う かなりそう思う
全くそう
思わない

あまりそう
は思わない

n

)

男性

女性

)916(

( 965

80 100（％）0 20 40 60

34.6

32.7 51.9

50.2

13.8

13.4

0.7

0.8

0.8

1.0

無回答

非常にそう思う かなりそう思う
全くそう
思わない

あまりそう
は思わない
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【年齢別】

『そう思う（「非常にそう思う」と「かなりそう思う」の合計）』の割合が高齢層になるに従い高く

なっている。20歳代では「あまりそうは思わない」が他の年代よりも高くなっている。

【地域別】

東部、県央地域では「非常にそう思う」が 40％を超えている。北部、秩父地域では「あまりそうは思

わない」の割合が他の地域と比較して高くなっている。

n

20歳代 ( 129 )

30歳代 ( 350 )

40歳代 ( 405 )

50歳代 ( 396 )

60歳代 ( 418 )

70歳代 ( 172 )

80歳以上 ( 11 )

0 20 40 60 80 100（％）

31.8

34.3

36.3

35.6

28.5

37.2

9.1

46.5

47.4

49.1

50.3

56.9

52.3

81.8

20.9

15.1

13.3

12.6

13.2

9.3

9.1

0.0

1.4

1.0

0.5

0.6

0.0

0.5

0.0

0.6

1.0

0.5

0.7

1.7

0.8

無回答

非常にそう思う かなりそう思う
全くそう
思わない

あまりそう
は思わない

n

県全域 ( 1,895 )

南部地域 ( 177 )

南西部地域 ( 175 )

東部地域 ( 258 )

さいたま地域 ( 331 )

県央地域 ( 151 )

川越比企地域 ( 201 )

西部地域 ( 223 )

利根地域 ( 187 )

北部地域 ( 154 )

40 60

秩父地域 ( 32 )

80 100（％）0 20

33.8

35.0

32.0

44.2

31.1

41.1

30.3

29.6

34.2

29.2

12.5

51.0

53.1

54.3

43.4

53.2

41.1

52.7

55.6

50.8

50.6

68.8

13.6

12.0

14.8

14.6

14.9

13.5

15.6

18.8

0.0

0.0

3.2

13.9

10.9

11.3

0.8

0.0

0.6

0.8

0.6

1.3

1.1

1.3

0.0

0.0

2.0

3.3

0.3

0.8

1.1

0.6

0.9

0.00.0

無回答

非常にそう思う かなりそう思う
全くそう
思わない

あまりそう
は思わない
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◎ 関心の高い人権問題は、「高齢者」、「子ども」、「障害者」、「インターネット」の順。

問４．今の日本の社会に様々な人権問題がありますが、あなたが関心のあるものはどれですか。

（該当するものすべてに○）

（n=1,895）

1 女性に関する人権 35.5%

2 子どもに関する人権 47.0%

3 高齢者に関する人権 47.8%

4 障害者に関する人権 46.8%

5 同和問題 10.7%

6 アイヌの人々に関する人権 5.4%

7 外国人に関する人権 11.0%

8 エイズウイルス（HIV）感染者等の人権 11.8%

9 ハンセン病患者等の人権 9.3%

10 刑を終えて出所した人の人権 11.3%

11 犯罪被害者とその家族に関する人権 36.6%

12 インターネットによる人権侵害 42.4%

13 ホームレスの人権 11.3%

14 性的指向の異なる人の人権 6.9%

15 性同一性障害者の人権 9.8%

16 北朝鮮による拉致問題 36.1%

17 人身取引に関する人権問題 13.2%

18 プライバシーに関する人権問題 33.3%

19 その他 1.3%

20 特にない 3.6%

（無回答） 0.8%

【県全域／前回との比較】

関心のある人権問題は、「高齢者に関する人権」が 47.8％で最も高く、次いで、「子どもに関する人

権」が 47.0％、「障害者に関する人権」が 46.8％、「インターネットによる人権侵害」が 42.4％と続い

ている。
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前回調査と比較して、「犯罪被害者とその家族に関する人権」（52.4％→36.6％）が 15.8 ポイント、

「外国人に関する人権」（21.7％→11.0％）が10.7ポイント減少している。

高齢者に関する人権

子どもに関する人権

障害者に関する人権

インターネットによる人権侵害

犯罪被害者とその家族に関する人権

北朝鮮による拉致問題

女性に関する人権

プライバシーに関する人権問題

人身取引に関する人権問題

刑を終えて出所した人の人権

ホームレスの人権

外国人に関する人権

同和問題

性同一性障害者の人権

性的指向の異なる人の人権

アイヌの人々に関する人権

その他

特にない

無回答

(＊)H13年は「エイズやハンセン病等の問題」

47.8

47.0

46.8

42.4

36.6

36.1

35.5

33.3

13.2

11.8

11.3

11.3

11.0

10.7

9.8

6.9

5.4

1.3

3.6

0.8

57.7

46.6

53.8

52.4

39.0

21.7

15.8

6.4

2.1

1.8

32.6(*)

0 10 20 30 40 50 60
（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)

11.8

32.6 (*)
9.3

エイズウイルス感染者等の人権
ハンセン病患者等の人権
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【性別】

男性は女性よりも「北朝鮮による拉致問題」（男性 40.1％ 女性 32.4％）が 7.7 ポイント高く、女性

は男性よりも「女性に関する人権」（女性 43.2％ 男性 27.4％）が 15.8 ポイント、「高齢者に関する人

権」（女性51.2％ 男性44.2％）が7.0ポイント高くなっている。

障害者に関する人権

子どもに関する人権

高齢者に関する人権

インターネットによる人権侵害

北朝鮮による拉致問題

犯罪被害者とその家族に関する人権

プライバシーに関する人権問題

女性に関する人権

同和問題

外国人に関する人権

人身取引に関する人権問題

刑を終えて出所した人の人権

エイズウイルス感染者等の人権

ホームレスの人権

ハンセン病患者等の人権

性同一性障害者の人権

アイヌの人々に関する人権

性的指向の異なる人の人権

その他

特にない

無回答

45.5

45.1

44.2

44.0

40.1

38.4

34.8

27.4

13.1

12.7

12.3

12.2

11.2

11.1

10.2

8.3

7.1

5.7

1.9

4.6

0.9

48.1

49.0

51.2

40.9

32.4

34.9

31.9

43.2

8.5

9.4

14.2

10.5

12.3

11.3

8.5

11.3

3.8

8.2

0.7

2.5

0.8

0 10 20 30 40 50 60
（%）

男性(n=916)

女性(n=965)
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【年齢別】

20歳代は「障害者に関する人権」が、30歳代と40歳代は「子どもに関する人権」が、50歳代以上は

「高齢者に関する人権」が最も高くなっている。特に「高齢者に関する人権」は高齢層になるに従い割

合が高くなっている。

【地域別】

各地域において「高齢者に関する人権」、「子どもに関する人権」、「障害者に関する人権」、「インター

ネットによる人権侵害」の割合が高くなっている。

（％）

全
体

（

人
）
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関
す
る
人
権
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も
に
関
す
る
人
権
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に
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る
人
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ネ

ッ
ト
に
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人
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犯
罪
被
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の
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す
る
人
権

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

女
性
に
関
す
る
人
権

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る

人
権
問
題

人
身
取
引
に
関
す
る
人
権

問
題

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

等
の
人
権

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

の
人
権

ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
権

外
国
人
に
関
す
る
人
権

同
和
問
題

性
同
一
性
障
害
者
の
人
権

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
の
人

権 性
的
指
向
の
異
な
る
人
の

人
権

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
す
る

人
権

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

20歳代 129 31.8 42.6 46.5 45.7 27.9 17.1 41.9 38.0 11.6 13.2 10.9 16.3 11.6 10.1 19.4 6.2 14.7 5.4 2.3 6.2 0.8

30歳代 350 39.4 53.4 46.0 48.9 39.4 23.4 42.6 36.0 13.7 9.7 11.7 9.4 14.0 8.0 16.0 7.1 10.6 3.4 0.9 3.7 0.9

40歳代 405 40.0 50.1 47.2 48.9 42.0 32.8 39.0 34.6 15.1 11.9 10.1 10.6 11.6 10.6 11.4 8.1 8.6 5.9 1.2 3.7 0.2

50歳代 396 49.5 46.0 49.0 43.4 36.6 38.9 33.6 35.9 11.4 12.4 9.1 9.6 12.6 13.1 8.3 11.1 4.8 7.1 1.0 2.8 1.3

60歳代 418 59.8 44.3 46.2 33.5 34.2 48.3 29.4 29.7 13.2 11.5 11.0 11.0 7.4 10.8 4.5 9.8 3.3 5.0 1.7 3.3 0.7

70歳代 172 60.5 40.1 44.8 32.6 32.0 47.7 27.9 24.4 14.0 15.1 18.6 16.3 8.7 12.2 3.5 14.0 4.1 5.8 1.2 2.3 1.7

80歳以上 11 72.7 45.5 45.5 18.2 18.2 45.5 27.3 36.4 18.2 0.0 27.3 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0

（％）

全
体

（

人
）

高
齢
者
に
関
す
る
人
権

子
ど
も
に
関
す
る
人
権

障
害
者
に
関
す
る
人
権

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族

に
関
す
る
人
権

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

女
性
に
関
す
る
人
権

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る

人
権
問
題

人
身
取
引
に
関
す
る
人
権

問
題

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

等
の
人
権

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

の
人
権

ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
権

外
国
人
に
関
す
る
人
権

同
和
問
題

性
同
一
性
障
害
者
の
人
権

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
の
人

権 性
的
指
向
の
異
な
る
人
の

人
権

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
す
る

人
権

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

県全域 1895 47.8 47.0 46.8 42.4 36.6 36.1 35.5 33.3 13.2 11.8 11.3 11.3 11.0 10.7 9.8 9.3 6.9 5.4 1.3 3.6 0.8

南部地域 177 46.9 45.2 41.8 44.6 39.5 37.9 35.6 37.3 16.4 11.9 12.4 10.7 14.1 9.6 15.3 9.0 11.3 7.3 2.3 1.7 0.6

南西部地域 175 48.6 52.6 48.6 47.4 41.1 36.6 32.0 33.7 15.4 9.7 7.4 13.7 8.6 9.1 12.0 6.9 9.1 6.3 0.6 5.1 1.1

東部地域 258 48.1 46.5 47.3 35.7 32.9 30.2 40.3 28.7 11.2 9.7 9.3 10.9 12.0 8.5 8.1 7.0 6.6 5.8 1.6 4.7 1.2

さいたま地域 331 50.5 48.9 49.8 49.5 46.2 38.1 39.9 36.6 15.4 13.3 14.2 13.0 14.2 10.3 11.8 11.5 7.6 6.0 2.1 2.4 0.9

県央地域 151 52.3 50.3 50.3 41.7 29.1 34.4 33.8 26.5 9.9 13.9 9.3 13.2 8.6 9.3 6.6 9.9 4.0 4.6 0.0 6.0 0.0

川越比企地域 201 41.8 45.3 40.8 39.3 36.3 36.8 28.9 30.3 11.4 12.4 10.9 5.0 7.5 8.5 8.5 10.9 6.0 4.0 0.5 4.5 1.5

西部地域 223 51.1 51.6 46.2 46.2 37.7 41.7 35.0 40.8 18.8 12.6 13.0 13.5 12.6 9.4 12.6 10.3 9.4 4.9 0.9 3.1 0.9

利根地域 187 49.7 40.6 50.8 32.6 28.3 35.8 35.3 27.3 9.1 10.7 10.2 9.1 10.2 16.6 3.2 8.6 3.7 4.8 1.6 1.1 0.0

北部地域 154 39.0 42.9 42.9 41.6 29.2 31.2 35.1 35.7 8.4 11.0 11.0 11.0 8.4 17.5 9.1 9.1 3.9 5.2 1.3 4.5 1.3

秩父地域 32 43.8 37.5 50.0 40.6 40.6 37.5 28.1 34.4 15.6 12.5 18.8 12.5 3.1 9.4 6.3 3.1 3.1 0.0 0.0 3.1 0.0
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◎ 自分自身または周辺の人の人権が侵害されたと感じた人は26.6％。

問５．あなたは、日常生活の中で、あなた自身、またはあなたの周りの人（家族・友人など）の

人権が侵害されたと感じたことがありますか。（○は1つ）

（n=1,895）

1 ある 26.6% 2 ない 72.6%

（無回答） 0.7%

【県全域／前回との比較】

自分自身または周りの人の人権が侵害されたと感じた経験は、「ある」が 26.6％、「ない」が 72.6％

となっている。

前回調査と比較すると、「ある」（31.2％→26.6％）が 4.6 ポイント減少し、「ない」（66.9％→

72.6％）が5.7ポイント増加している。

【性別】

人権侵害されたと感じた経験は女性（29.3％）が男性（23.9％）よりも 5.4 ポイント高くなっている。

H22年実施
(n=1,895)

H13年実施
(n=1,306)

80 100（％）0 20 40 60

26.6 72.6

66.931.2 1.8

0.7

無回答ある ない

n

)

男性

女性

)916(

( 965

40 60 80 100（％）0 20

23.9

29.3 70.2

75.1

0.5

1.0

無回答ある ない
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【年齢別】

人権侵害されたと感じた経験は 20 歳代から 40 歳代で高く約 30％となっている。50 歳代以降では人

権侵害されたと感じる経験は減少している。

【地域別】

南部、さいたま地域では他の地域と比較して人権侵害されたと感じる割合が高く、30％を超えている。

n

20歳代 ( 129 )

30歳代 ( 350 )

40歳代 ( 405 )

50歳代 ( 396 )

60歳代 ( 418 )

70歳代 ( 172 )

80歳以上 ( 11 )

0 20 40 60 80 100（％）

29.5

30.0

30.4

25.5

23.9

19.2

18.2

70.5

69.1

69.4

74.2

75.4

77.3

81.8

0.0

0.9

0.2

0.3

0.7

3.5

0.0

無回答ある ない

n

県全域 ( 1,895 )

南部地域 ( 177 )

南西部地域 ( 175 )

東部地域 ( 258 )

さいたま地域 ( 331 )

県央地域 ( 151 )

川越比企地域 ( 201 )

西部地域 ( 223 )

利根地域 ( 187 )

秩父地域 ( 32 )

北部地域 ( 154 )

80 100（％）0 20 40 60

26.6

34.5

22.3

28.7

30.5

20.5

23.9

23.8

24.1

28.6

25.0

70.8

75.0

74.9

76.2

74.1

79.5

69.5

70.2

76.6

64.4

72.6

0.0

0.6

1.1

0.0

2.0

0.0

0.0

1.2

1.1

1.1

0.7

無回答ある ない
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◎ 人権が侵害されたと感じる内容は、「あらぬ噂をたてられたり、他人から悪口や陰口を言わ

れた」が45.5％。

【問５で、「１ ある」とお答えの方に引き続きおたずねします。】

問５－１ それはどのような内容ですか。（該当するものすべてに○）

（n=505）

1 あらぬ噂をたてられたり、他人から悪口や陰口を言われた 45.5%

2 名誉・信用を傷つけられたり、侮辱された 24.0%

3 社会的地位、習慣、脅迫などにより、本来義務のないことをさせられたり、権利の行

使を妨害された

14.1%

4 職場において、不当な待遇や上司の言動を受けた 39.4%

5 人種・信条・性別の違いなどにより、不平等または不利益な扱いを受けた 10.5%

6 プライバシーの侵害を受けた 17.0%

7 インターネットを悪用し、差別的な情報を掲載された 3.8%

8 性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメント）を受けた 7.9%

9 夫婦間の暴力や交際相手からの暴力を受けた 7.9%

10 ストーカー被害を受けた 4.4%

11 学校や職場、地域などで仲間はずれにされた 20.4%

12 その他 5.1%

（無回答） 1.2%

【県全域／前回との比較】

人権が侵害されたと感じた経験のある 505 人に内容を聞いたところ、「あらぬ噂をたてられたり、他

人から悪口や陰口を言われた」が 45.5％と最も高く、次いで、「職場において、不当な待遇や上司の言

動を受けた」が39.4％、「名誉・信用を傷つけられたり、侮辱された」が24.0％と続いている。
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前回調査と比較すると、「職場の不当な待遇や上司の言動を受けた」（30.6％→39.4％）が 8.8 ポイン

ト高くなっている。

【性別】

男性は女性よりも「権利の行使を妨害された」（男性 21.5％ 女性 8.5％）が 13.0 ポイント、「侮辱

された」（男性 28.3％ 女性 20.8％）が 7.5 ポイント高く、女性は男性よりも「夫婦間や交際相手から

の暴力を受けた」（女性 12.7％ 男性 1.8％）が 10.9 ポイント、「性的いやがらせを受けた」（女性

12.0％ 男性2.7％）が9.3ポイント高くなっている。

あらぬ噂、悪口や陰口を言われた

職場の不当な待遇や上司の言動を受けた

侮辱された

仲間はずれにされた

プライバシーの侵害を受けた

権利の行使を妨害された

不平等または不利益な扱いを受けた

性的いやがらせを受けた

夫婦間や交際相手からの暴力を受けた

ストーカー被害を受けた

インターネットに情報を掲載された

その他

無回答

45.5

39.4

24.0

20.4

17.0

14.1

10.5

7.9

7.9

4.4

3.8

5.1

1.2

44.4

30.6

28.9

18.9

16.7

18.6

9.3

5.4

6.9

2.9

0 10 20 30 40 50
（%）

H22年実施(n=505)

H13年実施(n=408)

あらぬ噂、悪口や陰口を言われた

職場の不当な待遇や上司の言動を受けた

侮辱された

権利の行使を妨害された

プライバシーの侵害を受けた

仲間はずれにされた

不平等または不利益な扱いを受けた

インターネットに情報を掲載された

性的いやがらせを受けた

夫婦間や交際相手からの暴力を受けた

ストーカー被害を受けた

その他

無回答

44.7

42.5

28.3

21.5

20.1

17.4

8.2

3.2

2.7

1.8

1.8

5.9

0.9

46.3

36.7

20.8

8.5

14.8

23.0

12.4

4.2

12.0

12.7

6.4

4.6

1.4

0 10 20 30 40 50
（%）

男性(n=219)

女性(n=283)
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【年齢別】

各年代において「あらぬ噂、悪口や陰口を言われた」の割合が高くなっている。30 歳代から 50 歳代

は「職場の不当な待遇や上司の言動を受けた」が40％を超えている。

【地域別】

南西部、西部地域を除いて「あらぬ噂、悪口や陰口を言われた」が 40％以上と高くなっている。南西

部、川越比企、東部、西部、南部地域では「職場の不当な待遇や上司の言動を受けた」が 40％を超えて

いる。

（％）

全
体

（

人
）

あ
ら
ぬ
噂

、
悪
口
や
陰
口

を
言
わ
れ
た

職
場
の
不
当
な
待
遇
や
上

司
の
言
動
を
受
け
た

侮
辱
さ
れ
た

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
を

受
け
た

権
利
の
行
使
を
妨
害
さ
れ

た 不
平
等
ま
た
は
不
利
益
な

扱
い
を
受
け
た

性
的
い
や
が
ら
せ
を
受
け

た 夫
婦
間
や
交
際
相
手
か
ら

の
暴
力
を
受
け
た

ス
ト
ー
カ
ー

被
害
を
受
け

た イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
に
情
報

を
掲
載
さ
れ
た

そ
の
他

無
回
答

20歳代 38 68.4 34.2 26.3 28.9 15.8 21.1 10.5 15.8 2.6 7.9 2.6 2.6 0.0

30歳代 105 47.6 41.0 27.6 24.8 15.2 16.2 16.2 11.4 10.5 8.6 5.7 6.7 1.0

40歳代 123 44.7 47.2 22.8 26.0 17.9 12.2 7.3 10.6 11.4 3.3 6.5 5.7 0.8

50歳代 101 33.7 43.6 28.7 17.8 17.8 15.8 10.9 5.0 5.0 4.0 1.0 6.9 2.0

60歳代 100 46.0 31.0 18.0 14.0 17.0 10.0 9.0 2.0 9.0 2.0 2.0 3.0 0.0

70歳代 33 48.5 24.2 21.2 6.1 15.2 15.2 9.1 6.1 0.0 0.0 3.0 3.0 6.1

80歳以上 2 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（％）

全
体

（

人
）

あ
ら
ぬ
噂

、
悪
口
や
陰
口

を
言
わ
れ
た

職
場
の
不
当
な
待
遇
や
上

司
の
言
動
を
受
け
た

侮
辱
さ
れ
た

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
を

受
け
た

権
利
の
行
使
を
妨
害
さ
れ

た 不
平
等
ま
た
は
不
利
益
な

扱
い
を
受
け
た

性
的
い
や
が
ら
せ
を
受
け

た 夫
婦
間
や
交
際
相
手
か
ら

の
暴
力
を
受
け
た

ス
ト
ー

カ
ー

被
害
を
受
け

た イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
に
情
報

を
掲
載
さ
れ
た

そ
の
他

無
回
答

県全域 505 45.5 39.4 24.0 20.4 17.0 14.1 10.5 7.9 7.9 4.4 3.8 5.1 1.2

南部地域 61 50.8 41.0 26.2 18.0 18.0 16.4 11.5 9.8 6.6 8.2 6.6 4.9 1.6

南西部地域 39 33.3 46.2 33.3 23.1 15.4 20.5 15.4 5.1 5.1 2.6 7.7 7.7 0.0

東部地域 74 50.0 44.6 24.3 18.9 20.3 12.2 10.8 10.8 5.4 5.4 4.1 4.1 0.0

さいたま地域 101 44.6 33.7 23.8 21.8 8.9 16.8 8.9 5.9 6.9 1.0 4.0 5.9 1.0

県央地域 31 45.2 38.7 9.7 22.6 9.7 6.5 6.5 6.5 9.7 0.0 0.0 3.2 0.0

川越比企地域 48 56.3 45.8 27.1 25.0 31.3 8.3 12.5 8.3 4.2 6.3 2.1 0.0 0.0

西部地域 53 32.1 41.5 32.1 24.5 15.1 13.2 13.2 9.4 13.2 9.4 1.9 1.9 1.9

利根地域 45 40.0 28.9 15.6 8.9 17.8 15.6 11.1 8.9 20.0 0.0 4.4 15.6 2.2

北部地域 44 54.5 38.6 18.2 22.7 13.6 15.9 6.8 6.8 4.5 6.8 2.3 4.5 4.5

秩父地域 8 50.0 25.0 25.0 12.5 62.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0



Ⅱ．調査結果の分析

24

◎ 人権侵害への対応は「友人・家族等の身近な人に相談する」が55.5％。

問６．もし、あなたが、ご自身の人権を侵害されたと感じた場合、まず、どのような対応をします

か。（○は1つ）

（n=1,895）

1 友人・家族等の身近な人に相談する 55.5%

2 弁護士に相談する 4.4%

3 国の機関や人権擁護委員、民生委員・児童委員に相談する 4.8%

4 婦人相談所等の県の機関に相談する 0.3%

5 市役所・町村役場の相談窓口に相談する 5.4%

6 警察に相談する 3.6%

7 相手に抗議する 9.4%

8 我慢する 5.8%

9 その他 1.5%

10 わからない 7.2%

（無回答） 2.0%

【県全域／前回との比較】

人権が侵害された場合の対応は、「友人・家族等の身近な人に相談する」が 55.5％で最も高く、次い

で、「相手に抗議する」が9.4％、「我慢する」が5.8％となっている。

前回調査と比較して、相談相手や対応に大きな変化はみられない。

身近な人に相談する

市役所・町村役場に相談する

国の機関や人権擁護委員等に相談する

弁護士に相談する

警察に相談する

婦人相談所等の県の機関に相談する

その他

わからない

無回答

(*)H13年は「自分で処理する」

55.5

9.4

5.4

4.8

4.4

3.6

0.3

1.5

7.2

2.0

53.9

6.2

7.2

5.3

3.4

2.1

2.1

6.0

1.6

12.2(*)

0 10 20 30 40 50 60
（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)

9.4

12.2 (*)
5.8

相手に抗議する
我慢する
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【性別】

女性は男性よりも「身近な人に相談する」（女性 67.2％ 男性 43.0％）が 24.2 ポイント高くなって

いる。男性は女性よりも「相手に抗議する」（男性 13.6％ 女性 5.4％）が 8.2 ポイント高くなってい

る。

【年齢別】

各年代において「身近な人に相談する」の割合が高く、特に 20 歳代、30 歳代では 65％を超えている。

（％）

全
体

（

人
）

身
近
な
人
に
相
談
す
る

相
手
に
抗
議
す
る

我
慢
す
る

市
役
所
・
町
村
役
場
に
相

談
す
る

国
の
機
関
や
人
権
擁
護
委

員
等
に
相
談
す
る

弁
護
士
に
相
談
す
る

警
察
に
相
談
す
る

婦
人
相
談
所
等
の
県
の
機

関
に
相
談
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

20歳代 129 65.1 10.9 7.8 0.8 0.0 1.6 2.3 0.0 2.3 8.5 0.8

30歳代 350 68.9 7.7 4.9 2.3 1.1 2.0 1.1 0.0 2.0 8.3 1.7

40歳代 405 58.8 10.1 6.4 3.5 1.7 4.4 1.5 0.0 2.7 9.6 1.2

50歳代 396 51.0 11.6 6.1 5.6 6.8 3.8 5.3 0.0 0.8 7.6 1.5

60歳代 418 47.6 8.6 5.5 8.6 7.9 6.0 5.3 0.7 0.7 5.5 3.6

70歳代 172 43.6 7.0 5.2 11.0 9.9 8.7 7.0 1.2 1.2 2.9 2.3

80歳以上 11 27.3 9.1 9.1 27.3 18.2 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

身近な人に相談する

相手に抗議する

国の機関や人権擁護委員等に相談する

市役所・町村役場に相談する

弁護士に相談する

我慢する

警察に相談する

婦人相談所等の県の機関に相談する

その他

わからない

無回答

43.0

13.6

7.6

6.4

6.2

5.9

4.7

0.1

2.3

7.6

2.4

67.2

5.4

2.1

4.6

2.7

5.8

2.6

0.4

0.8

6.9

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

男性(n=916)

女性(n=965)
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【地域別】

各地域において「身近な人に相談する」が最も高く50％以上となっている。

（％）

全
体

（

人
）

身
近
な
人
に
相
談
す
る

相
手
に
抗
議
す
る

我
慢
す
る

市
役
所
・
町
村
役
場
に
相

談
す
る

国
の
機
関
や
人
権
擁
護
委

員
等
に
相
談
す
る

弁
護
士
に
相
談
す
る

警
察
に
相
談
す
る

婦
人
相
談
所
等
の
県
の
機

関
に
相
談
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

県全域 1895 55.5 9.4 5.8 5.4 4.8 4.4 3.6 0.3 1.5 7.2 2.0

南部地域 177 50.8 12.4 9.0 5.1 4.5 3.4 3.4 0.0 2.3 6.8 2.3

南西部地域 175 58.9 7.4 4.6 4.6 4.6 6.3 4.0 0.0 1.1 6.3 2.3

東部地域 258 54.3 8.1 8.9 3.9 5.0 2.7 3.5 0.0 1.9 9.7 1.9

さいたま地域 331 58.9 7.6 3.9 6.0 3.3 6.6 3.6 0.3 1.2 7.3 1.2

県央地域 151 60.9 7.3 4.6 5.3 5.3 5.3 2.6 0.7 1.3 5.3 1.3

川越比企地域 201 52.7 12.9 5.0 6.0 6.0 3.5 4.5 0.5 1.5 5.0 2.5

西部地域 223 52.5 10.8 4.5 6.3 4.9 5.4 4.5 0.4 2.2 7.2 1.3

利根地域 187 54.0 10.7 3.7 6.4 4.3 3.7 4.8 0.5 1.6 8.6 1.6

北部地域 154 56.5 9.1 8.4 4.5 5.8 1.9 0.6 0.0 0.6 7.8 4.5

秩父地域 32 53.1 3.1 9.4 9.4 6.3 3.1 3.1 0.0 0.0 9.4 3.1
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２ 女性の人権

◎ 女性の人権が尊重されていないと感じるのは「職場における差別待遇」が48.0％。

問７．あなたは、女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのような行為に対してですか。

（該当するものすべてに○）

（n=1,895）

1 男女の固定的な性別役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など）を押し付けること 41.2%

2 職場における差別待遇（採用、昇格、賃金など） 48.0%

3 売春・買春、援助交際 17.3%

4 レイプ（強姦）など女性への性暴力 39.8%

5 夫婦間の暴力や交際相手からの暴力 27.1%

6 職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ） 31.1%

7 女性のヌード写真を掲載した雑誌やアダルトビデオ 13.0%

8 女性の体の一部などを、内容と無関係に使用したポスターやテレビ 12.5%

9 その他 1.0%

10 特にない 11.9%

（無回答） 1.7%

【県全域／前回との比較】

女性の人権が尊重されていないと感じる行為は、「職場における差別待遇」が 48.0％で最も高く、次

いで、「男女の固定的な性別役割分担意識を押し付けること」が 41.2％、「レイプ（強姦）など女性への

性暴力」が39.8％と続いている。

前回調査と比較して大きな変化はみられない。

職場における差別待遇

固定的な性別役割分担意識を押し付ける

レイプなど女性への性暴力

職場や学校における性的いやがらせ

夫婦間や交際相手からの暴力

売春・買春、援助交際

ヌード写真を掲載した雑誌やビデオ

女性の体の一部を、使用したポスター等

その他

特にない

無回答

48.0

41.2

39.8

31.1

27.1

17.3

13.0

12.5

1.0

11.9

1.7

52.8

40.7

38.7

28.3

26.3

19.4

16.8

19.2

1.8

12.0

2.5

0 10 20 30 40 50 60
（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)
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【性別】

全ての行為について女性の割合が高く、特に「固定的な性別役割分担意識を押し付ける」（女性

46.7％ 男性35.6％）が11.1ポイント、「夫婦間や交際相手からの暴力」（女性30.4％ 男性23.8％）

が 6.6 ポイント、「レイプなど女性への性暴力」（女性 43.1％ 男性 36.8％）が 6.3 ポイント高くなっ

ている。男性は女性よりも「特にない」（男性15.7％ 女性8.3％）が7.4ポイント高くなっている。

【年齢別】

各年代において「職場における差別待遇」、「固定的な性別役割分担意識を押し付ける」、「レイプなど

女性への性暴力」の割合が高くなっている。20 歳代では「職場や学校における性的いやがらせ」の割合

が他の年代と比較して高く、逆に「ヌード写真を掲載した雑誌やビデオ」、「女性の体の一部を使用した

ポスター等」の割合は他の年代と比較して低くなっている。

職場における差別待遇

レイプなど女性への性暴力

固定的な性別役割分担意識を押し付ける

職場や学校における性的いやがらせ

夫婦間や交際相手からの暴力

売春・買春、援助交際

女性の体の一部を、使用したポスター等

ヌード写真を掲載した雑誌やビデオ

その他

特にない

無回答

46.5

36.8

35.6

30.1

23.8

16.2

10.7

10.0

1.2

15.7

2.0

49.2

43.1

46.7

32.1

30.4

18.5

14.3

15.8

0.8

8.3

1.3

0 10 20 30 40 50
（%）

男性(n=916)

女性(n=965)

（％）

全
体

（

人
）

職
場
に
お
け
る
差
別
待
遇

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

意
識
を
押
し
付
け
る

レ
イ
プ
な
ど
女
性
へ
の
性

暴
力

職
場
や
学
校
に
お
け
る
性

的
い
や
が
ら
せ

夫
婦
間
や
交
際
相
手
か
ら

の
暴
力

売
春
・
買
春

、
援
助
交
際

ヌ
ー

ド
写
真
を
掲
載
し
た

雑
誌
や
ビ
デ
オ

女
性
の
体
の
一
部
を

、
使

用
し
た
ポ
ス
タ
ー

等

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

20歳代 129 45.7 40.3 47.3 40.3 26.4 17.8 7.8 7.0 2.3 10.1 0.0

30歳代 350 52.3 45.7 39.1 33.7 30.3 15.4 8.9 8.9 1.4 11.4 1.1

40歳代 405 52.1 42.7 43.5 32.8 26.9 15.3 8.6 10.6 1.0 9.9 1.0

50歳代 396 46.7 38.6 42.4 30.6 28.8 18.9 14.4 14.4 0.3 11.6 1.3

60歳代 418 44.0 41.1 35.2 26.8 22.7 17.7 16.3 15.1 1.0 12.9 2.4

70歳代 172 41.9 36.6 35.5 28.5 29.1 22.1 24.4 18.6 1.2 18.0 4.1

80歳以上 11 63.6 36.4 27.3 9.1 27.3 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 9.1
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【地域別】

全地域において「職場における差別待遇」の割合が高く、特に東部、西部地域では 50％を超えている。

（％）

全
体

（

人
）

職
場
に
お
け
る
差
別
待
遇

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

意
識
を
押
し
付
け
る

レ
イ
プ
な
ど
女
性
へ
の
性

暴
力

職
場
や
学
校
に
お
け
る
性

的
い
や
が
ら
せ

夫
婦
間
や
交
際
相
手
か
ら

の
暴
力

売
春
・
買
春

、
援
助
交
際

ヌ
ー

ド
写
真
を
掲
載
し
た

雑
誌
や
ビ
デ
オ

女
性
の
体
の
一
部
を

、
使

用
し
た
ポ
ス
タ
ー

等

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

県全域 1895 48.0 41.2 39.8 31.1 27.1 17.3 13.0 12.5 1.0 11.9 1.7

南部地域 177 40.7 35.6 45.2 29.4 25.4 20.3 7.9 8.5 1.7 14.7 1.7

南西部地域 175 46.3 40.6 45.7 35.4 18.3 16.0 18.3 14.9 3.4 9.1 0.6

東部地域 258 51.9 38.0 36.4 32.6 31.4 16.7 13.6 12.8 0.0 10.1 2.7

さいたま地域 331 47.7 44.4 45.6 30.5 27.5 19.0 15.4 12.1 0.9 10.9 2.1

県央地域 151 49.0 43.7 33.1 27.8 27.8 17.2 14.6 12.6 0.0 11.3 0.7

川越比企地域 201 48.8 37.8 34.3 27.9 19.9 14.9 10.0 12.4 0.5 14.4 2.5

西部地域 223 52.5 43.5 43.9 32.3 32.7 19.3 13.5 14.3 0.0 15.2 1.3

利根地域 187 48.7 43.9 33.7 34.8 34.2 15.5 12.3 12.3 1.6 9.1 1.1

北部地域 154 44.8 44.2 39.6 28.6 25.3 16.2 9.7 13.0 1.9 13.0 1.3

秩父地域 32 37.5 34.4 28.1 31.3 18.8 15.6 15.6 12.5 0.0 9.4 3.1
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◎ 女性の人権を守るために必要なことは「男女平等や性についての教育を充実する」が

36.9％。

問８．あなたは、女性の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（○は３つまで）

（n=1,895）

1 女性の人権を守るための啓発活動を推進する 16.8%

2 女性のための人権相談、電話相談を充実する 24.0%

3 男女平等や性についての教育を充実する 36.9%

4 女性の就業機会の確保や、職業能力開発の機会を充実する 25.2%

5 議員、企業役員や行政の審議会等への女性の参画を促進する 10.6%

6 女性が暴力等の被害から避難するための「シェルター・緊急待避所」を整備する 17.9%

7 女性が被害者になる犯罪の取り締まりを強化する 30.0%

8 相談機関などが暴力を受けた被害者の意思や気持ちに配慮した対応をする 19.7%

9 捜査や裁判で、女性の担当者を増やし、被害女性が届け出やすいようにする 26.1%

10 テレビ、映画、新聞、雑誌などのメディアの倫理規程を強化する 13.9%

11 その他 2.0%

12 特にない 6.1%

（無回答） 1.8%

【県全域／前回との比較】

女性の人権を守るために必要なこととして、「男女平等や性についての教育を充実する」が 36.9％で

最も高く、次いで、「女性が被害者になる犯罪の取締りを強化する」が30.0％と続いている。

前回調査と比較すると、「メディアの倫理規程を強化する」（20.4％→13.9％）が 6.5 ポイント減少し

ている。

男女平等の教育を充実する

犯罪の取り締まりを強化する

捜査や裁判での女性の担当者の増員等

就業機会や職業能力開発の機会を充実す
る

人権相談、電話相談を充実する

相談機関などが被害者に対する配慮

シェルター・緊急待避所を整備する

啓発活動を推進する

メディアの倫理規程を強化する

審議会等への女性の参画を促進する

その他

特にない

無回答

36.9

30.0

26.1

25.2

24.0

19.7

17.9

16.8

13.9

10.6

2.0

6.1

1.8

33.2

28.3

31.2

27.0

27.3

22.1

14.2

17.1

20.4

14.2

2.2

4.2

2.1

0 10 20 30 40
（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)
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【性別】

男女ともに「男女平等の教育を充実する」が 37.0％となっている。女性は男性よりも「シェルター・

緊急待避所を整備する」（女性 21.5％ 男性 14.4％）が 7.1 ポイント、「就業機会や職業能力開発の機

会を充実する」（女性 28.6％ 男性 21.7％）が 6.9 ポイント、「犯罪の取り締まりを強化する」（女性

33.1％ 男性27.0％）が6.1ポイント高くなっている。

【年齢別】

70歳代を除いて「男女平等の教育を充実する」の割合が35％以上と高くなっている。

男女平等の教育を充実する

犯罪の取り締まりを強化する

捜査や裁判での女性の担当者の増員等

人権相談、電話相談を充実する

就業機会や職業能力開発の機会を充実する

啓発活動を推進する

相談機関などが被害者に対する配慮

シェルター・緊急待避所を整備する

メディアの倫理規程を強化する

審議会等への女性の参画を促進する

その他

特にない

無回答

37.0

27.0

23.7

22.8

21.7

18.7

17.4

14.4

13.4

10.9

2.5

9.1

1.9

37.0

33.1

28.1

24.9

28.6

15.0

22.1

21.5

14.4

10.4

1.5

3.3

1.7

0 10 20 30 40
（%）

男性(n=916)

女性(n=965)

（％）

全
体

（

人
）

男
女
平
等
の
教
育
を
充
実

す
る

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
す
る

捜
査
や
裁
判
で
の
女
性
の

担
当
者
の
増
員
等

就
業
機
会
や
職
業
能
力
開

発
の
機
会
を
充
実
す
る

人
権
相
談

、
電
話
相
談
を

充
実
す
る

相
談
機
関
な
ど
が
被
害
者

に
対
す
る
配
慮

シ

ェ
ル
タ
ー

・
緊
急
待
避

所
を
整
備
す
る

啓
発
活
動
を
推
進
す
る

メ
デ
ィ
ア
の
倫
理
規
程
を

強
化
す
る

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参

画
を
促
進
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

20歳代 129 38.0 29.5 33.3 24.8 16.3 16.3 16.3 10.1 8.5 11.6 3.1 8.5 0.0

30歳代 350 40.9 34.9 26.9 27.1 20.3 20.3 18.3 12.3 9.4 9.1 2.3 4.6 1.1

40歳代 405 35.8 32.1 27.7 26.7 20.2 20.5 18.5 13.3 15.3 8.9 2.0 6.2 0.5

50歳代 396 38.4 27.0 26.3 25.3 25.0 22.2 21.7 17.2 13.6 11.4 1.8 6.8 1.8

60歳代 418 36.1 25.1 20.3 24.9 29.2 21.3 15.6 20.3 17.5 11.0 1.9 6.0 3.8

70歳代 172 29.7 33.7 28.5 18.6 30.2 11.6 15.1 28.5 16.3 14.0 1.2 6.4 2.3

80歳以上 11 45.5 54.5 9.1 36.4 18.2 0.0 18.2 36.4 9.1 18.2 0.0 0.0 0.0
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【地域別】

南部地域では「犯罪の取締りを強化する」が、秩父地域では「捜査や裁判での女性の担当者の増員

等」の割合が最も高くなっている。他の地域では「男女平等の教育を充実する」の割合が高く、特に北

部地域では40％以上となっている。

（％）

全
体

（

人
）

男
女
平
等
の
教
育
を
充
実

す
る

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
す
る

捜
査
や
裁
判
で
の
女
性
の

担
当
者
の
増
員
等

就
業
機
会
や
職
業
能
力
開

発
の
機
会
を
充
実
す
る

人
権
相
談

、
電
話
相
談
を

充
実
す
る

相
談
機
関
な
ど
が
被
害
者

に
対
す
る
配
慮

シ

ェ
ル
タ
ー

・
緊
急
待
避

所
を
整
備
す
る

啓
発
活
動
を
推
進
す
る

メ
デ
ィ
ア
の
倫
理
規
程
を

強
化
す
る

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参

画
を
促
進
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

県全域 1895 36.9 30.0 26.1 25.2 24.0 19.7 17.9 16.8 13.9 10.6 2.0 6.1 1.8

南部地域 177 32.2 37.3 27.1 20.3 23.2 22.6 22.6 13.0 13.6 8.5 4.0 4.0 2.3

南西部地域 175 35.4 33.1 24.0 25.7 19.4 21.7 14.3 19.4 14.9 12.0 2.9 5.1 1.7

東部地域 258 38.4 31.8 24.8 25.6 25.6 20.2 16.3 15.5 11.2 8.9 0.8 6.6 2.3

さいたま地域 331 36.3 34.4 25.7 26.0 22.7 19.9 18.7 14.2 18.1 11.8 1.2 5.1 1.2

県央地域 151 37.7 26.5 27.8 29.8 25.8 15.9 17.2 18.5 10.6 6.0 1.3 6.0 2.0

川越比企地域 201 36.3 29.9 23.9 28.9 22.4 15.9 19.4 20.9 16.9 12.4 1.5 6.5 2.5

西部地域 223 38.6 27.8 28.3 21.1 26.5 20.2 20.2 18.4 13.5 11.2 1.8 6.7 1.8

利根地域 187 38.0 23.0 24.1 26.2 25.7 26.2 13.9 17.1 10.2 17.1 3.2 5.9 1.1

北部地域 154 42.2 22.7 28.6 24.0 24.0 14.3 18.2 13.0 12.3 6.5 2.6 10.4 1.3

秩父地域 32 21.9 21.9 34.4 25.0 25.0 18.8 18.8 31.3 15.6 3.1 0.0 3.1 3.1
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３ 子どもの人権

◎ 子どもの人権が尊重されていないと感じるのは「保護者による子どもへの虐待・暴力」が

64.1％。

問９．あなたは、子どもの人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してですか。

（該当するものすべてに○）

（n=1,895）

1 仲間はずれや無視、身体への直接攻撃や相手が嫌がることをしたりさせたりする 61.6%

2 いじめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬ振りをする 59.7%

3 教師による子どもへの体罰 21.1%

4 保護者による子どもへの虐待・暴力 64.1%

5 親が子どもに自分の考えを強制し、子どもの意見が尊重されない 36.3%

6 児童買春・児童ポルノ等 36.3%

7 その他 1.4%

8 特にない 3.4%

（無回答） 1.1%

【県全域／前回との比較】

子どもの人権が尊重されていないと感じる状況は、「保護者による子どもへの虐待・暴力」が 64.1％

で最も高く、次いで、「仲間はずれや無視、身体への直接攻撃や相手が嫌がることをしたりさせたりす

る」が 61.6％、「いじめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬ振りをする」が 59.7％と続い

ている。

前回調査と比較すると、「保護者による子どもへの虐待・暴力」（47.1％→64.7％）が 17.0 ポイント

増加している。

保護者による子どもへの虐待・暴力

仲間はずれや無視

見て見ぬ振りをする

子どもの意見が尊重されない

児童買春・児童ポルノ等

教師による子どもへの体罰

その他

特にない

無回答

64.1

61.6

59.7

36.3

36.3

21.1

1.4

3.4

1.1

47.1

62.2

58.6

39.5

23.5

2.9

4.4

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)
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【性別】

男女ともに「保護者による子どもへの虐待・暴力」、「仲間はずれや無視」が 60％以上となっている。

女性は男性よりも「教師による子どもへの体罰」（女性 26.8％ 男性 15.2％）が 11.6 ポイント、「児童

買春・児童ポルノ等」（女性 41.6％ 男性 31.0％）が 10.6 ポイント、「子どもの意見が尊重されない」

（女性41.5％ 男性31.1％）が10.4ポイント高くなっている。

【年齢別】

各年代において「保護者による子どもへの虐待・暴力」、「仲間はずれや無視」、「見て見ぬ振りをす

る」の割合が高くなっている。

保護者による子どもへの虐待・暴力

仲間はずれや無視

見て見ぬ振りをする

子どもの意見が尊重されない

児童買春・児童ポルノ等

教師による子どもへの体罰

その他

特にない

無回答

61.7

60.7

60.4

31.1

31.0

15.2

1.7

4.3

1.5

66.8

62.5

59.3

41.5

41.6

26.8

1.0

2.6

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

男性(n=916)

女性(n=965)

（％）

全
体

（

人
）

保
護
者
に
よ
る
子
ど
も
へ

の
虐
待
・
暴
力

仲
間
は
ず
れ
や
無
視

見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る

子
ど
も
の
意
見
が
尊
重
さ

れ
な
い

児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ

等 教
師
に
よ
る
子
ど
も
へ
の

体
罰

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

20歳代 129 64.3 51.9 47.3 48.1 35.7 31.8 5.4 0.8 0.0

30歳代 350 64.0 57.1 58.6 41.4 37.4 28.0 3.1 1.4 0.3

40歳代 405 68.4 63.5 52.8 31.9 38.0 17.3 3.2 1.5 0.2

50歳代 396 67.9 66.4 61.4 35.4 36.1 22.5 3.0 1.5 1.3

60歳代 418 58.6 63.2 67.0 34.7 36.4 16.0 2.9 1.7 2.2

70歳代 172 61.6 59.9 68.0 34.3 33.1 16.9 5.2 0.6 1.2

80歳以上 11 54.5 45.5 45.5 45.5 18.2 36.4 0.0 0.0 9.1
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【地域別】

各地域において「保護者による子どもへの虐待・暴力」、「仲間はずれや無視」、「見て見ぬ振りをす

る」の割合が高くなっている。

（％）

全
体

（

人
）

保
護
者
に
よ
る
子
ど
も
へ

の
虐
待
・
暴
力

仲
間
は
ず
れ
や
無
視

見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る

子
ど
も
の
意
見
が
尊
重
さ

れ
な
い

児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ

等 教
師
に
よ
る
子
ど
も
へ
の

体
罰

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

県全域 1895 64.1 61.6 59.7 36.3 36.3 21.1 3.4 1.4 1.1

南部地域 177 61.6 56.5 53.7 34.5 41.2 15.3 2.3 2.8 1.7

南西部地域 175 66.9 64.0 58.3 30.3 41.7 19.4 2.3 1.7 1.1

東部地域 258 58.1 61.2 68.6 37.6 34.9 22.5 3.5 0.8 1.2

さいたま地域 331 70.7 60.4 54.1 36.6 42.3 25.1 3.0 0.9 0.6

県央地域 151 63.6 67.5 66.9 41.7 30.5 24.5 3.3 0.7 0.7

川越比企地域 201 65.2 58.2 52.2 37.8 33.8 19.4 4.5 1.0 1.0

西部地域 223 63.7 62.3 65.5 35.4 40.8 21.5 6.3 2.2 1.8

利根地域 187 64.2 60.4 61.5 37.4 26.2 20.3 0.5 1.6 1.1

北部地域 154 59.7 66.2 57.1 37.0 31.8 18.8 5.2 0.6 0.0

秩父地域 32 71.9 65.6 65.6 25.0 25.0 18.8 0.0 3.1 3.1
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◎ 子どもの人権を守るために必要なことは「子どもに自分を大切にし、また、他人も大切に

する思いやりを教える」が56.0％。

問１０．あなたは、子どもの人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（○は３つまで）

（n=1,895）

1 子どもの人権を守るための啓発活動を推進する 11.8%

2 子どものための人権相談、電話相談を充実する 17.7%

3 教師の人間性、指導力を高める 41.0%

4 家庭内の人間関係を安定させる 41.5%

5 子どもに自分を大切にし、また、他人も大切にする思いやりを教える 56.0%

6 子どもの人格を尊重する教育や意識啓発に力を入れる 12.4%

7 地域の人々が、どの子どもにも関心を持って接する 26.6%

8 子どもが被害者になる犯罪の取り締まりを強化する 15.2%

9 児童虐待の発見や、その解決のための体制づくりをする 20.3%

10 マスメディアの情報（テレビの暴力シーン等）発信のあり方を見直す 10.9%

11 インターネットや携帯電話の利用等にかかわる規制を強化する 12.1%

12 その他 1.7%

13 特にない 2.3%

（無回答） 0.8%

【県全域／前回との比較】

子どもの人権を守るために必要なこととして、「子どもに自分を大切にし、また、他人も大切にする

思いやりを教える」が 56.0％で最も高く、次いで、「家庭内の人間関係を安定させる」が 41.5％、「教

師の人間性、指導力を高める」が41.0％と続いている。

前回調査と比較すると、「教師の人間性、指導力を高める」（49.4％→41.0％）が 8.4 ポイント、「自

分も他人も大切にする思いやりを教える」（63.6％→56.0％）が7.6ポイント減少している。
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【性別】

女性は男性よりも「自分も他人も大切にする思いやりを教える」（女性 58.8％ 男性 53.4％）が 5.4

ポイント高く、男性は女性よりも「人権を守るための啓発活動を推進する」（男性 14.5％ 女性

9.0％）が5.5ポイント高くなっている。

自分も他人も大切にする思いやりを教える

家庭内の人間関係を安定させる

教師の人間性、指導力を高める

地域の人々が関心を持って接する

児童虐待の発見等の体制づくりをする

人権相談、電話相談を充実する

犯罪の取り締まりを強化する

人格を尊重する教育や啓発に力を入れる

インターネット等の規制を強化する

人権を守るための啓発活動を推進する

マスメディアの情報発信のあり方を見直す

その他

特にない

無回答

56.0

41.5

41.0

26.6

20.3

17.7

15.2

12.4

12.1

11.8

10.9

1.7

2.3

0.8

63.6

42.2

49.4

25.5

16.1

13.8

11.8

14.2

1.9

1.5

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70
（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)

自分も他人も大切にする思いやりを教える

家庭内の人間関係を安定させる

教師の人間性、指導力を高める

地域の人々が関心を持って接する

児童虐待の発見等の体制づくりをする

人権相談、電話相談を充実する

人権を守るための啓発活動を推進する

犯罪の取り締まりを強化する

人格を尊重する教育や啓発に力を入れる

マスメディアの情報発信のあり方を見直す

インターネット等の規制を強化する

その他

特にない

無回答

53.4

40.3

40.2

27.3

19.9

18.0

14.5

13.9

11.6

10.8

10.6

2.1

3.1

1.3

58.8

42.9

41.9

26.2

20.8

17.3

9.0

16.6

13.2

11.0

13.5

1.3

1.5

0.3

0 10 20 30 40 50 60
（%）

男性(n=916)

女性(n=965)
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【年齢別】

各年代において「自分も他人も大切にする思いやりを教える」の割合が最も高くなっている。「家庭

内の人間関係を安定させる」は若年層になるに従い増加している。

【地域別】

各地域において「自分も他人も大切にする思いやりを教える」、「家庭内の人間関係を安定させる」、

「教師の人間性・指導力を高める」の割合が高くなっている。

（％）

全
体

（

人
）

自
分
も
他
人
も
大
切
に
す

る
思
い
や
り
を
教
え
る

家
庭
内
の
人
間
関
係
を
安

定
さ
せ
る

教
師
の
人
間
性

、
指
導
力

を
高
め
る

地
域
の
人
々
が
関
心
を

持

っ
て
接
す
る

児
童
虐
待
の
発
見
等
の
体

制
づ
く
り
を
す
る

人
権
相
談

、
電
話
相
談
を

充
実
す
る

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
す
る

人
格
を
尊
重
す
る
教
育
や

啓
発
に
力
を
入
れ
る

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
等
の
規

制
を
強
化
す
る

人
権
を
守
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
推
進
す
る

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
発

信
の
あ
り
方
を
見
直
す

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

20歳代 129 55.8 51.9 36.4 21.7 29.5 12.4 18.6 12.4 8.5 5.4 6.2 1.6 3.1 0.0

30歳代 350 56.9 48.9 40.0 28.6 20.6 13.4 18.6 9.1 13.1 10.0 8.3 2.6 1.4 0.6

40歳代 405 54.1 42.2 40.5 26.4 24.0 18.3 19.0 11.4 13.3 8.4 8.1 1.2 3.0 0.0

50歳代 396 52.8 39.9 44.4 25.0 21.5 16.9 10.6 15.9 10.1 14.6 11.6 3.3 2.8 1.0

60歳代 418 58.6 39.0 40.9 28.9 15.1 20.6 13.6 12.4 12.9 12.7 14.6 0.7 1.7 1.7

70歳代 172 59.9 29.1 41.3 25.6 15.7 23.8 12.2 13.4 12.2 16.9 15.7 0.0 1.7 1.2

80歳以上 11 81.8 27.3 27.3 36.4 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 36.4 9.1 0.0 0.0 0.0

（％）

全
体

（

人
）

自
分
も
他
人
も
大
切
に
す

る
思
い
や
り
を
教
え
る

家
庭
内
の
人
間
関
係
を
安

定
さ
せ
る

教
師
の
人
間
性

、
指
導
力

を
高
め
る

地
域
の
人
々
が
関
心
を

持

っ
て
接
す
る

児
童
虐
待
の
発
見
等
の
体

制
づ
く
り
を
す
る

人
権
相
談

、
電
話
相
談
を

充
実
す
る

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
す
る

人
格
を
尊
重
す
る
教
育
や

啓
発
に
力
を
入
れ
る

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
等
の
規

制
を
強
化
す
る

人
権
を
守
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
推
進
す
る

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
発

信
の
あ
り
方
を
見
直
す

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

県全域 1895 56.0 41.5 41.0 26.6 20.3 17.7 15.2 12.4 12.1 11.8 10.9 1.7 2.3 0.8

南部地域 177 52.5 42.9 39.5 29.4 16.9 19.8 16.9 7.9 13.6 7.9 10.2 6.2 0.0 1.7

南西部地域 175 51.4 41.7 38.9 32.0 22.9 15.4 20.0 15.4 9.7 13.7 11.4 1.1 2.3 1.1

東部地域 258 50.8 47.7 43.0 24.8 20.5 17.8 12.4 14.0 13.2 9.3 9.3 0.8 2.3 1.2

さいたま地域 331 60.7 38.4 40.2 27.5 21.5 16.3 16.9 8.8 14.5 11.8 12.7 1.8 2.4 0.6

県央地域 151 60.3 44.4 39.7 25.8 18.5 14.6 11.9 11.3 13.9 15.2 10.6 0.7 2.0 0.0

川越比企地域 201 55.2 41.3 45.3 25.4 16.4 18.4 17.4 12.4 10.0 12.9 11.9 0.5 3.0 0.5

西部地域 223 57.4 40.8 40.8 23.3 22.9 19.3 16.1 10.8 10.3 10.8 7.6 0.9 3.1 1.3

利根地域 187 62.6 38.0 42.8 27.8 18.2 19.8 10.7 20.3 9.6 12.3 11.8 2.1 0.5 1.1

北部地域 154 50.6 42.9 39.0 27.9 22.7 16.2 13.0 12.3 11.7 10.4 12.3 1.3 4.5 0.0

秩父地域 32 59.4 28.1 31.3 12.5 28.1 25.0 18.8 12.5 15.6 25.0 12.5 3.1 0.0 0.0
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４ 高齢者の人権

◎ 人権が尊重されていないと感じるのは「経済的な保障が十分でないこと」、「悪徳商法や振

り込め詐欺などの被害者が多いこと」が50％以上。

問１１．あなたは、高齢者の人権が尊重されていないと感じるのは、どのような状況に対してで

すか。（該当するものすべてに○）

（n=1,895）

1 経済的な保障が十分でないこと 53.1%

2 働ける能力を発揮する機会が少ないこと 49.9%

3 施設サービスが十分でないこと 34.0%

4 在宅サービスが十分でないこと 26.5%

5 病院や施設が本人の意思に反して自由を制限したりすること 17.5%

6 道路の段差や、駅や建物の段差などにより、外出に支障があること 25.6%

7 高齢者に冷たい態度をとったり、相手にしなかったりすること 26.6%

8 判断能力が十分でない高齢者に、財産管理等経済生活をめぐる権利侵害があること 24.9%

9 高齢者の意見や行動を尊重しないこと 20.1%

10 悪徳商法や振り込め詐欺などの被害者が多いこと 51.0%

11 その他 1.4%

12 特にない 3.4%

（無回答） 0.9%

【県全域／前回との比較】

高齢者の人権が尊重されていないと感じる状況は、「経済的な保障が十分でないこと」が 53.1％で最

も高く、次いで、「悪徳商法や振り込め詐欺などの被害者が多いこと」が 51.0％、「働ける能力を発揮す

る機会が少ないこと」が49.9％と続いている。



Ⅱ．調査結果の分析

40

前回調査と比較すると、「経済的な保障が十分でないこと」（45.9％→53.1％）が 7.2 ポイント増加し

ている。

【性別】

男女ともに「経済的な保障が十分でないこと」、「働ける能力を発揮する機会が少ないこと」、「振り込

め詐欺などの被害者が多いこと」の割合が高くなっている。女性は男性よりも「建物等の段差で外出に

支障があること」（女性30.1％ 男性21.0％）が9.1ポイント高くなっている。

経済的な保障が十分でないこと

振り込め詐欺などの被害者が多いこと

働ける能力を発揮する機会が少ないこと

施設サービスが十分でないこと

高齢者に冷たい態度をとったりすること

在宅サービスが十分でないこと

建物等の段差で外出に支障があること

財産管理等経済生活をめぐる権利侵害

高齢者の意見や行動を尊重しないこと

病院や施設が自由を制限したりすること

その他

特にない

無回答

53.1

51.0

49.9

34.0

26.6

26.5

25.6

24.9

20.1

17.5

1.4

3.4

0.9

45.9

58.4

36.4

38.1

29.6

22.2

30.6

25.5

1.5

4.1

1.7

0 10 20 30 40 50 60
（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)

経済的な保障が十分でないこと

働ける能力を発揮する機会が少ないこと

振り込め詐欺などの被害者が多いこと

施設サービスが十分でないこと

在宅サービスが十分でないこと

財産管理等経済生活をめぐる権利侵害

高齢者に冷たい態度をとったりすること

建物等の段差で外出に支障があること

高齢者の意見や行動を尊重しないこと

病院や施設が自由を制限したりすること

その他

特にない

無回答

52.3

49.5

49.3

31.3

26.9

24.9

23.8

21.0

18.6

14.7

1.7

4.6

0.4

53.8

50.6

53.0

36.5

26.1

25.1

29.4

30.1

21.7

20.1

1.0

2.3

1.2

0 10 20 30 40 50 60
（%）

男性(n=916)

女性(n=965)
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【年齢別】

各年代において「経済的な保障が十分でないこと」、「振り込め詐欺などの被害者が多いこと」、「働け

る能力を発揮する機会が少ないこと」の割合が高くなっている。

【地域別】

各地域において「経済的な保障が十分でないこと」、「振り込め詐欺などの被害者が多いこと」、「働け

る能力を発揮する機会が少ないこと」の割合が高くなっている。

（％）

全
体

（

人
）

経
済
的
な
保
障
が
十
分
で

な
い
こ
と

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被

害
者
が
多
い
こ
と

働
け
る
能
力
を
発
揮
す
る

機
会
が
少
な
い
こ
と

施
設
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で

な
い
こ
と

高
齢
者
に
冷
た
い
態
度
を

と

っ
た
り
す
る
こ
と

在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で

な
い
こ
と

建
物
等
の
段
差
で
外
出
に

支
障
が
あ
る
こ
と

財
産
管
理
等
経
済
生
活
を

め
ぐ
る
権
利
侵
害

高
齢
者
の
意
見
や
行
動
を

尊
重
し
な
い
こ
と

病
院
や
施
設
が
自
由
を
制

限
し
た
り
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

20歳代 129 49.6 47.3 45.0 32.6 34.9 23.3 21.7 24.0 26.4 21.7 1.6 6.2 0.0

30歳代 350 49.4 50.6 54.0 31.1 27.1 28.0 27.7 27.4 19.1 15.4 0.9 3.4 0.6

40歳代 405 51.9 51.9 50.1 35.8 25.7 29.1 26.2 24.7 17.3 15.8 1.5 3.2 0.5

50歳代 396 56.3 51.5 49.2 40.2 26.3 33.1 25.3 27.3 18.2 19.4 1.0 2.5 1.0

60歳代 418 57.2 48.1 48.6 30.1 24.6 19.4 24.9 21.8 22.5 16.3 1.9 3.6 1.4

70歳代 172 50.6 58.1 51.2 33.1 26.7 23.3 25.0 24.4 22.7 21.5 1.7 3.5 1.2

80歳以上 11 18.2 90.9 45.5 9.1 45.5 0.0 36.4 18.2 27.3 9.1 0.0 0.0 0.0

（％）

全
体

（

人
）

経
済
的
な
保
障
が
十
分
で

な
い
こ
と

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被

害
者
が
多
い
こ
と

働
け
る
能
力
を
発
揮
す
る

機
会
が
少
な
い
こ
と

施
設
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で

な
い
こ
と

高
齢
者
に
冷
た
い
態
度
を

と

っ
た
り
す
る
こ
と

在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で

な
い
こ
と

建
物
等
の
段
差
で
外
出
に

支
障
が
あ
る
こ
と

財
産
管
理
等
経
済
生
活
を

め
ぐ
る
権
利
侵
害

高
齢
者
の
意
見
や
行
動
を

尊
重
し
な
い
こ
と

病
院
や
施
設
が
自
由
を
制

限
し
た
り
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

県全域 1895 53.1 51.0 49.9 34.0 26.6 26.5 25.6 24.9 20.1 17.5 1.4 3.4 0.9

南部地域 177 49.7 51.4 50.8 34.5 29.4 27.7 18.1 26.6 17.5 18.6 2.8 3.4 0.6

南西部地域 175 51.4 48.6 57.7 39.4 28.0 26.3 29.7 30.9 18.9 20.0 0.0 1.7 1.7

東部地域 258 54.7 46.1 49.6 27.9 29.8 20.5 28.7 23.3 24.4 15.1 1.6 2.7 1.2

さいたま地域 331 53.2 57.1 52.3 36.6 27.8 29.3 30.8 26.9 19.0 20.2 2.1 1.8 0.9

県央地域 151 56.3 49.7 53.6 29.8 27.8 23.2 32.5 21.2 19.2 19.2 2.0 3.3 0.7

川越比企地域 201 49.3 49.8 54.2 34.8 24.9 26.4 18.9 22.9 17.4 14.9 0.5 4.5 0.5

西部地域 223 56.1 51.6 46.2 32.3 22.9 26.0 20.2 25.6 21.5 14.8 1.8 7.6 0.9

利根地域 187 54.0 50.8 43.3 34.2 26.7 26.7 28.3 24.1 20.9 20.3 1.1 2.1 0.5

北部地域 154 52.6 50.6 41.6 37.7 24.0 32.5 22.1 23.4 24.0 15.6 0.0 4.5 1.3

秩父地域 32 50.0 59.4 43.8 34.4 9.4 28.1 15.6 15.6 3.1 9.4 0.0 0.0 0.0
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◎ 高齢者の人権を守るために必要なことは「自立して生活しやすいまちづくりを推進する」

が56.7％。

問１２．あなたは、高齢者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（○は３つまで）

（n=1,895）

1 高齢者の人権を守るための啓発活動を推進する 13.2%

2 高齢者のための人権相談、電話相談を充実する 16.0%

3 高齢者が自立して生活しやすいまちづくりを推進する 56.7%

4 高齢者の就職機会を確保する 30.1%

5 高齢者とほかの世代との交流を促進する 27.9%

6 判断能力の十分でない高齢者の財産を保全するため、預貯金の出し入れ代行や、預貯

金通帳等の財産の保管サービスを充実する

14.9%

7 成年後見制度など、高齢者の人権と財産を守るための制度の利用促進 12.6%

8 本人の意思を尊重した介護を行う 24.2%

9 病院や施設についての苦情を中立的立場で解決する制度を充実する 17.1%

10 悪徳商法や振り込め詐欺などの犯罪から高齢者を守る 30.3%

11 その他 1.4%

12 特にない 3.1%

（無回答） 1.3%

【県全域／前回との比較】

高齢者の人権を守るために必要なこととして、「高齢者が自立して生活しやすいまちづくりを推進す

る」が 56.7％で最も高く、次いで、「悪徳商法や振り込め詐欺などの犯罪から高齢者を守る」が 30.3％、

「高齢者の就職機会を確保する」が30.1％と続いている。

前回調査と比較すると、「本人の意思を尊重した介護を行う」（40.5％→24.2％）が 16.3 ポイント減

少している。
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【性別】

女性は男性よりも「本人の意思を尊重した介護を行う」（女性 27.6％ 男性 20.9％）が 6.7 ポイント、

「生活しやすいまちづくりを推進する」（女性 60.0％ 男性 53.5％）が 6.5 ポイント、「苦情を中立的

立場で解決する制度を充実する」（女性 20.2％ 男性 13.9％）が 6.3 ポイント高く、男性は女性よりも

「人権を守るための啓発活動を推進する」（男性 17.5％ 女性 9.3％）が 8.2 ポイント高くなっている。

生活しやすいまちづくりを推進する

振り込め詐欺などの犯罪から守る

高齢者の就職機会を確保する

高齢者とほかの世代との交流を促進する

本人の意思を尊重した介護を行う

苦情を中立的立場で解決する制度を充実する

人権相談、電話相談を充実する

高齢者の財産の保管サービスを充実する

人権を守るための啓発活動を推進する

成年後見制度などの制度の利用促進

その他

特にない

無回答

56.7

30.3

30.1

27.9

24.2

17.1

16.0

14.9

13.2

12.6

1.4

3.1

1.3

62.9

37.6

31.5

40.5

26.0

20.3

14.5

14.0

1.8

2.5

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)

生活しやすいまちづくりを推進する

高齢者の就職機会を確保する

振り込め詐欺などの犯罪から守る

高齢者とほかの世代との交流を促進する

本人の意思を尊重した介護を行う

人権相談、電話相談を充実する

人権を守るための啓発活動を推進する

高齢者の財産の保管サービスを充実する

苦情を中立的立場で解決する制度を充実する

成年後見制度などの制度の利用促進

その他

特にない

無回答

53.5

31.3

30.7

27.5

20.9

18.0

17.5

14.3

13.9

13.1

1.9

4.3

0.8

60.0

29.0

30.2

28.3

27.6

14.1

9.3

15.4

20.2

11.8

0.9

1.9

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

男性(n=916)

女性(n=965)
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【年齢別】

各年代において「生活しやすいまちづくりを推進する」が最も高くなっている。

【地域別】

各地域において「生活しやすいまちづくりを推進する」が最も高くなっている。また、秩父地域では

「振り込め詐欺などの犯罪から守る」が、南西部地域では「高齢者の就職機会を確保する」の割合が他の

地域と比較して高くなっている。

（％）

全
体

（

人
）

生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
か
ら
守
る

高
齢
者
の
就
職
機
会
を
確

保
す
る

高
齢
者
と
ほ
か
の
世
代
と

の
交
流
を
促
進
す
る

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た

介
護
を
行
う

苦
情
を
中
立
的
立
場
で
解

決
す
る
制
度
を
充
実
す
る

人
権
相
談

、
電
話
相
談
を

充
実
す
る

高
齢
者
の
財
産
の
保
管

サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

人
権
を
守
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
推
進
す
る

成
年
後
見
制
度
な
ど
の
制

度
の
利
用
促
進

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

20歳代 129 48.1 30.2 32.6 38.0 20.2 17.1 9.3 14.7 7.0 14.0 0.8 6.2 0.0

30歳代 350 53.4 32.0 35.4 28.9 23.1 16.0 11.7 12.6 10.9 12.3 1.4 2.3 1.1

40歳代 405 55.8 33.6 34.1 27.7 22.7 16.8 12.3 15.1 9.9 12.3 1.0 3.0 0.7

50歳代 396 59.1 27.0 25.8 30.8 23.0 18.9 19.9 18.7 14.1 12.1 2.0 3.0 1.3

60歳代 418 61.5 27.3 29.2 25.6 30.1 17.0 16.5 13.6 15.3 13.2 1.2 2.4 2.2

70歳代 172 55.8 34.3 21.5 18.0 21.5 16.3 28.5 14.5 22.1 10.5 1.7 4.1 1.2

80歳以上 11 63.6 45.5 18.2 27.3 36.4 18.2 9.1 0.0 45.5 18.2 0.0 0.0 0.0

（％）

全
体

（

人
）

生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
か
ら
守
る

高
齢
者
の
就
職
機
会
を
確

保
す
る

高
齢
者
と
ほ
か
の
世
代
と

の
交
流
を
促
進
す
る

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た

介
護
を
行
う

苦
情
を
中
立
的
立
場
で
解

決
す
る
制
度
を
充
実
す
る

人
権
相
談

、
電
話
相
談
を

充
実
す
る

高
齢
者
の
財
産
の
保
管

サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

人
権
を
守
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
推
進
す
る

成
年
後
見
制
度
な
ど
の
制

度
の
利
用
促
進

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

県全域 1895 56.7 30.3 30.1 27.9 24.2 17.1 16.0 14.9 13.2 12.6 1.4 3.1 1.3

南部地域 177 53.7 29.9 27.7 27.1 29.9 14.7 17.5 16.4 12.4 13.6 2.8 2.3 1.1

南西部地域 175 60.6 27.4 41.1 28.6 24.6 18.3 14.9 13.1 14.3 9.7 0.6 1.7 1.7

東部地域 258 58.9 30.2 31.8 26.7 26.0 18.6 20.5 11.6 13.6 8.1 1.2 3.1 1.2

さいたま地域 331 56.5 34.7 31.1 25.4 22.1 15.4 15.7 18.1 11.5 15.7 2.4 2.1 0.6

県央地域 151 55.6 29.1 32.5 24.5 25.2 16.6 13.2 15.9 15.2 9.9 0.7 3.3 1.3

川越比企地域 201 56.7 28.9 30.8 29.9 21.4 14.9 15.9 16.4 15.9 12.9 1.0 3.5 1.0

西部地域 223 52.9 27.8 23.8 30.0 23.3 20.2 17.0 11.2 13.9 15.2 1.3 6.3 1.3

利根地域 187 61.0 28.3 27.3 28.9 21.9 18.2 16.0 19.3 10.7 16.0 0.0 1.6 1.6

北部地域 154 53.2 31.2 28.6 32.5 25.3 16.2 13.0 13.0 11.0 10.4 1.3 3.9 1.9

秩父地域 32 59.4 46.9 15.6 25.0 25.0 18.8 6.3 3.1 21.9 9.4 3.1 0.0 3.1
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５ 障害者の人権

◎ 障害者の人権が尊重されていないと感じるのは「障害または障害者についての理解が十分

でない」が64.9％。

問１３．あなたは、障害者の人権が尊重されていないと感じるのは、どのような状況に対してで

すか。（該当するものすべてに○）

（n=1,895）

1 障害または障害者についての理解が十分でない 64.9%

2 就職活動や職場において不利な扱いを受ける 45.9%

3 施設サービスが十分でない 31.3%

4 在宅サービスが十分でない 17.5%

5 病院や施設が本人の意思に反して自由を制限したりする 12.0%

6 知的障害者や精神障害者等に、財産管理等経済生活をめぐる権利侵害がある 16.4%

7 道路の段差や、駅や建物の段差などにより、外出に支障がある 34.1%

8 スポーツ、レクリエーション、文化・芸術活動への参加の機会が少ない 19.8%

9 結婚問題で、周囲に反対を受ける 17.3%

10 アパート等への入居が難しい 21.3%

11 その他 1.8%

12 特にない 6.6%

（無回答） 1.7%

【県全域／前回との比較】

障害者の人権が尊重されていないと感じる状況は、「障害または障害者についての理解が十分でな

い」が 64.9％で最も高く、次いで、「就職活動や職場において不利な扱いを受ける」が 45.9％、「道路

の段差や、駅や建物の段差などにより、外出に支障がある」が34.1％と続いている。
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前回調査と比較すると、「建物等の段差で外出に支障がある」（60.2％→34.1％）が 26.1 ポイント減

少している。

【性別】

男女ともに「障害者についての理解が十分でない」、「職場において不利な扱いを受ける」の割合が高

くなっている。女性は男性よりも「建物等の段差で外出に支障がある」（女性 37.9％ 男性 30.1％）が

7.8ポイント高くなっている。

障害者についての理解が十分でない

職場において不利な扱いを受ける

建物等の段差で外出に支障がある

施設サービスが十分でない

アパート等への入居が難しい

文化・芸術活動への参加の機会が少ない

在宅サービスが十分でない

結婚問題で、周囲に反対を受ける

財産管理等経済生活をめぐる権利侵害

病院や施設が自由を制限したりすること

その他

特にない

無回答

64.9

45.9

34.1

31.3

21.3

19.8

17.5

17.3

16.4

12.0

1.8

6.6

1.7

66.0

48.5

60.2

35.8

24.2

18.8

19.7

17.3

17.1

2.2

3.7

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70
（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)

障害者についての理解が十分でない

職場において不利な扱いを受ける

施設サービスが十分でない

建物等の段差で外出に支障がある

文化・芸術活動への参加の機会が少ない

アパート等への入居が難しい

在宅サービスが十分でない

結婚問題で、周囲に反対を受ける

財産管理等経済生活をめぐる権利侵害

病院や施設が自由を制限したりすること

その他

特にない

無回答

64.5

47.1

32.3

30.1

20.6

19.8

17.6

16.8

16.5

11.5

1.9

7.3

1.2

65.3

45.0

30.2

37.9

19.3

22.9

17.3

17.7

16.3

12.3

1.8

5.9

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70
（%）

男性(n=916)

女性(n=965)
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【年齢別】

各年代において「障害者についての理解が十分でない」の割合が最も高くなっている。

【地域別】

各地域において「障害者についての理解が十分でない」の割合が最も高くなっている。

（％）

全
体

（

人
）

障
害
者
に
つ
い
て
の
理
解

が
十
分
で
な
い

職
場
に
お
い
て
不
利
な
扱

い
を
受
け
る

建
物
等
の
段
差
で
外
出
に

支
障
が
あ
る

施
設
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で

な
い

ア
パ
ー

ト
等
へ
の
入
居
が

難
し
い

文
化
・
芸
術
活
動
へ
の
参

加
の
機
会
が
少
な
い

在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で

な
い

結
婚
問
題
で

、
周
囲
に
反

対
を
受
け
る

財
産
管
理
等
経
済
生
活
を

め
ぐ
る
権
利
侵
害

病
院
や
施
設
が
自
由
を
制

限
し
た
り
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

20歳代 129 67.4 45.0 29.5 24.0 24.0 17.8 14.0 24.8 17.1 9.3 0.8 8.5 0.0

30歳代 350 70.9 47.1 30.0 28.9 22.9 14.9 15.1 23.1 18.9 13.4 3.4 6.6 0.9

40歳代 405 68.4 46.9 35.1 26.2 24.2 21.5 16.5 20.5 14.6 11.6 1.0 4.7 0.5

50歳代 396 65.2 51.5 38.1 33.8 20.5 20.5 20.5 13.9 20.5 11.6 0.8 6.3 2.3

60歳代 418 62.2 42.1 35.6 35.2 17.5 23.2 15.8 12.9 12.4 10.3 2.4 6.0 2.9

70歳代 172 49.4 39.0 30.8 38.4 21.5 17.4 24.4 10.5 15.1 16.3 2.3 12.2 2.9

80歳以上 11 54.5 45.5 36.4 18.2 18.2 45.5 9.1 18.2 18.2 9.1 0.0 0.0 9.1

（％）

全
体

（

人
）

障
害
者
に
つ
い
て
の
理
解

が
十
分
で
な
い

職
場
に
お
い
て
不
利
な
扱

い
を
受
け
る

建
物
等
の
段
差
で
外
出
に

支
障
が
あ
る

施
設
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で

な
い

ア
パ
ー

ト
等
へ
の
入
居
が

難
し
い

文
化
・
芸
術
活
動
へ
の
参

加
の
機
会
が
少
な
い

在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で

な
い

結
婚
問
題
で

、
周
囲
に
反

対
を
受
け
る

財
産
管
理
等
経
済
生
活
を

め
ぐ
る
権
利
侵
害

病
院
や
施
設
が
自
由
を
制

限
し
た
り
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

県全域 1895 64.9 45.9 34.1 31.3 21.3 19.8 17.5 17.3 16.4 12.0 1.8 6.6 1.7

南部地域 177 63.8 50.8 35.6 31.1 26.0 15.8 18.6 16.4 14.7 15.8 2.8 7.3 1.7

南西部地域 175 65.7 49.1 36.6 36.6 28.6 20.0 15.4 16.6 17.7 13.1 2.3 4.0 1.7

東部地域 258 58.1 41.5 40.7 29.8 17.4 26.7 13.2 15.1 17.4 10.9 0.8 7.8 1.2

さいたま地域 331 69.5 44.7 33.5 29.3 23.9 17.2 19.3 19.0 14.8 12.7 2.4 5.4 1.5

県央地域 151 65.6 52.3 31.8 35.8 19.2 27.8 17.9 17.9 18.5 16.6 1.3 6.6 1.3

川越比企地域 201 67.2 48.8 24.9 33.8 19.4 17.9 15.4 14.4 18.4 8.0 0.5 7.5 2.0

西部地域 223 68.6 41.3 34.5 30.0 22.9 15.7 17.5 16.6 16.6 10.3 2.7 10.3 1.8

利根地域 187 58.8 43.9 35.3 29.9 13.9 23.5 16.0 18.2 18.7 12.3 2.1 6.4 1.1

北部地域 154 64.3 48.7 31.2 29.2 20.8 16.9 26.0 24.0 12.3 9.1 1.3 3.9 2.6

秩父地域 32 71.9 37.5 40.6 21.9 21.9 9.4 12.5 9.4 9.4 9.4 0.0 0.0 6.3
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◎ 障害者の人権を守るために必要なことは「自立を目指す障害者が、生活しやすい環境にす

る」が37.8％。

問１４．あなたは、障害者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（○は３つまで）

（n=1,895）

1 障害者の人権を守るための啓発活動を推進する 18.5%

2 障害者のための人権相談、電話相談を充実する 13.1%

3 障害者の就職機会を確保する 36.8%

4 知的障害者等の財産を保全するため、預貯金の出し入れ代行や、預貯金通帳等の財産

の保管サービスを充実する

7.5%

5 成年後見制度など、障害のある人の権利と財産を守るための制度の利用促進 10.4%

6 障害のある人が安心して外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改善する 35.0%

7 障害のある人がスポーツや文化活動などに参加しやすくする 11.6%

8 障害のある人とない人の交流を促進する 18.7%

9 学校教育の中で、障害者理解教育を充実する 30.3%

10 病院や施設についての苦情を中立的立場で解決する制度を充実する 5.4%

11 保健・医療・福祉サービスを充実する 19.6%

12 自立を目指す障害者が、生活しやすい環境にする 37.8%

13 その他 1.4%

14 特にない 3.9%

（無回答） 1.6%

【県全域／前回との比較】

障害者の人権を守るために必要なこととして、「自立を目指す障害者が、生活しやすい環境にする」

が 37.8％で最も高く、次いで、「障害者の就職機会を確保する」が 36.8％、「障害のある人が安心して

外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改善する」が 35.0％、「学校教育の中で、障害者理解

教育を充実する」が30.3％と続いている。

前回調査と比較すると、「建物の設備や公共交通機関を改善する」（59.8％→35.0％）が 24.8 ポイン

ト減少している。
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生活しやすい環境にする

障害者の就職機会を確保する

建物の設備や公共交通機関を改善する

障害者理解教育を充実する

保健・医療・福祉サービスを充実する

障害のある人とない人の交流を促進する

人権を守るための啓発活動を推進する

人権相談、電話相談を充実する

文化活動等に参加しやすくする

成年後見制度などの制度の利用促進

財産の保管サービスを充実する

苦情を中立的立場で解決する制度を充実

その他

特にない

無回答

37.8

36.8

35.0

30.3

19.6

18.7

18.5

13.1

11.6

10.4

7.5

5.4

1.4

3.9

1.6

41.5

59.8

44.0

28.8

15.9

25.9

14.5

8.3

11.4

1.4

2.8

2.0

0 10 20 30 40 50 60
（%）

H22年実施(n=1,895)

H13年実施(n=1,306)
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【性別】

女性は男性よりも「生活しやすい環境にする」（女性 42.9％ 男性 32.8％）が 10.1 ポイント、「建物

の設備や公共交通機関を改善する」（女性 39.2％ 男性 30.8％）が 8.4 ポイント高く、男性は女性より

も「人権を守るための啓発活動を推進する」（男性 23.9％ 女性 13.4％）が 10.5 ポイント、「人権相談、

電話相談を充実する」（男性17.0％ 女性9.3％）が7.7ポイント高くなっている。

障害者の就職機会を確保する

生活しやすい環境にする

建物の設備や公共交通機関を改善する

障害者理解教育を充実する

人権を守るための啓発活動を推進する

保健・医療・福祉サービスを充実する

人権相談、電話相談を充実する

障害のある人とない人の交流を促進する

成年後見制度などの制度の利用促進

文化活動等に参加しやすくする

財産の保管サービスを充実する

苦情を中立的立場で解決する制度を充実

その他

特にない

無回答

38.3

32.8

30.8

28.7

23.9

19.3

17.0

15.7

12.6

10.6

8.2

4.1

2.2

4.6

1.0

35.6

42.9

39.2

31.8

13.4

19.7

9.3

21.6

8.3

12.6

6.7

6.6

0.7

3.1

2.2

0 10 20 30 40 50
（%）

男性(n=916)

女性(n=965)
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【年齢別】

20 歳代と 50 歳代から 70 歳代は「生活しやすい環境にする」が、30 歳代から 40 歳代と 80 歳以上は

「障害者の就職機会を確保する」の割合が最も高くなっている。

【地域別】

各地域において「生活しやすい環境にする」、「障害者の就職機会を確保する」、「建物の設備や公共交

通機関を改善する」、「障害者理解教育を充実する」の割合が高くなっている。

（％）

全
体

（

人
）

生
活
し
や
す
い
環
境
に
す

る 障
害
者
の
就
職
機
会
を
確

保
す
る

建
物
の
設
備
や
公
共
交
通

機
関
を
改
善
す
る

障
害
者
理
解
教
育
を
充
実

す
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人

の
交
流
を
促
進
す
る

人
権
を
守
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
推
進
す
る

人
権
相
談

、
電
話
相
談
を

充
実
す
る

文
化
活
動
等
に
参
加
し
や

す
く
す
る

成
年
後
見
制
度
な
ど
の
制

度
の
利
用
促
進

財
産
の
保
管
サ
ー

ビ
ス
を

充
実
す
る

苦
情
を
中
立
的
立
場
で
解

決
す
る
制
度
を
充
実

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

20歳代 129 38.8 34.9 36.4 34.9 21.7 27.1 10.9 6.2 10.9 6.2 6.2 2.3 1.6 6.2 0.0

30歳代 350 35.7 37.7 37.1 37.4 18.3 25.4 14.0 6.6 11.4 6.6 5.1 3.7 2.0 3.7 1.4

40歳代 405 36.8 39.8 34.3 32.1 18.8 19.8 14.6 8.1 11.6 11.1 7.7 6.2 1.5 3.7 0.5

50歳代 396 40.9 40.4 33.3 29.0 16.7 17.2 18.9 16.9 11.1 12.1 9.1 4.5 1.5 3.5 2.0

60歳代 418 39.7 33.5 35.9 26.1 23.2 14.1 24.4 15.6 12.2 12.0 6.9 7.9 1.2 2.9 2.6

70歳代 172 34.3 29.1 34.9 22.1 20.9 11.6 25.0 26.7 12.2 11.6 10.5 5.8 0.6 5.8 1.7

80歳以上 11 27.3 63.6 18.2 18.2 0.0 9.1 54.5 36.4 18.2 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1

（％）

全
体

（

人
）

生
活
し
や
す
い
環
境
に
す

る 障
害
者
の
就
職
機
会
を
確

保
す
る

建
物
の
設
備
や
公
共
交
通

機
関
を
改
善
す
る

障
害
者
理
解
教
育
を
充
実

す
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人

の
交
流
を
促
進
す
る

人
権
を
守
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
推
進
す
る

人
権
相
談

、
電
話
相
談
を

充
実
す
る

文
化
活
動
等
に
参
加
し
や

す
く
す
る

成
年
後
見
制
度
な
ど
の
制

度
の
利
用
促
進

財
産
の
保
管
サ
ー

ビ
ス
を

充
実
す
る

苦
情
を
中
立
的
立
場
で
解

決
す
る
制
度
を
充
実

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

県全域 1895 37.8 36.8 35.0 30.3 19.6 18.7 18.5 13.1 11.6 10.4 7.5 5.4 1.4 3.9 1.6

南部地域 177 32.2 37.9 31.1 27.1 22.6 16.9 13.6 16.4 7.9 13.0 8.5 7.9 4.5 4.0 1.7

南西部地域 175 41.1 39.4 38.3 29.7 18.9 20.6 21.1 11.4 11.4 8.6 8.0 3.4 0.6 2.3 1.7

東部地域 258 38.8 36.0 43.0 28.7 17.4 19.0 15.5 12.8 18.2 5.8 5.4 5.4 0.4 5.4 1.6

さいたま地域 331 40.8 38.1 32.6 36.6 18.7 19.0 18.4 10.6 10.3 12.7 6.6 4.8 0.9 2.7 1.8

県央地域 151 33.8 43.7 35.1 30.5 23.2 20.5 21.2 9.9 13.9 7.3 6.6 6.6 0.7 5.3 1.3

川越比企地域 201 35.8 37.8 30.3 24.9 17.9 16.4 20.9 16.9 11.4 13.4 10.9 5.5 1.5 3.0 1.5

西部地域 223 39.5 29.6 34.5 30.9 17.9 18.4 21.5 14.3 9.0 12.6 6.7 4.0 1.8 5.4 1.3

利根地域 187 34.2 37.4 35.3 27.8 25.1 15.5 16.0 13.9 15.0 10.7 8.6 7.0 0.5 3.2 0.5

北部地域 154 41.6 37.0 33.8 31.8 15.6 21.4 16.2 14.3 7.8 7.8 7.1 4.5 3.2 3.9 2.6

秩父地域 32 40.6 25.0 37.5 34.4 21.9 25.0 31.3 9.4 3.1 9.4 3.1 6.3 0.0 0.0 3.1


